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商
船
三
井
、
商
船
三
井
内

航
、
田
渕
海
運
、
新
居
浜
海

運
、
村
上
秀
造
船
、
阪
神
内

燃
機
工
業
の
６
社
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
村
上

秀
造
船
グ
ル
ー
プ
の
カ
ナ
サ

シ
重
工
で
建
造
し
て
い
た
国

内
初
の
メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
内

航
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
「
第

一
め
た
丸
」（
５
７
４
総
ト

ン
）
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
、

12
月
13
日
に
就
航
し
た
。

　

本
船
は
商
船
三
井
内
航
、

田
渕
海
運
お
よ
び
新
居
浜
海

運
の
３
社
が
共
同
で
建
造
。

竣
工
後
は
新
居
浜
海
運
に
裸

用
船
さ
れ
、
さ
ら
に
田
渕
海

運
を
通
じ
て
商
船
三
井
内
航

へ
定
期
用
船
さ
れ
る
。
商
船

三
井
内
航
は
三
菱
商
事
を
荷

主
と
し
て
国
内
メ
タ
ノ
ー
ル

輸
送
に
従
事
す
る
。

　

メ
タ
ノ
ー
ル
は
、
現
在
の

主
た
る
船
舶
燃
料
で
あ
る
重

油
と
比
較
し
、
燃
焼
時
の
Ｓ

Ｏ
Ｘ

排
出
量
を
最
大
99
％
、

Ｐ
Ｍ
排
出
量
を
最
大
95
％
、

Ｎ
Ｏ
Ｘ

排
出
量
を
最
大
80

％
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
最
大

15
％
削
減
す
る
環
境
に
や
さ

し
い
燃
料
。
Ｃ
Ｏ
２
と
水
素

を
原
料
に
製
造
で
き
る
こ
と

か
ら
、
将
来
的
に
は
回
収
し

た
Ｃ
Ｏ
２

と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
由
来
の
水
素
で
製
造

可
能
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
燃
料
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
阪
神
内
燃
機
工
業

が
開
発
し
た
メ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ａ
28
Ｍ
」

は
、
内
航
船
向
け
に
多
数
の

実
績
を
有
す
る
低
速
４
サ
イ

ク
ル
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ａ
28
」

の
出
力
お
よ
び
回
転
数
域
を

踏
襲
し
、
高
い
信
頼
性
を
継

承
。
駆
動
部
の
基
本
構
造
を

現
行
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
と
同
一
と
し
、
メ
タ
ノ
ー

ル
を
主
燃
料
、
Ａ
重
油
を
パ

イ
ロ
ッ
ト
燃
料
と
す
る
直
接

噴
射
式
の
メ
タ
ノ
ー
ル
専
焼

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
な

っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
船
に
は
自

動
荷
役
装
置
を
採
用
し
て
乗

組
員
の
作
業
負
担
軽
減
を
図

る
ほ
か
、
阪
神
内
燃
機
工
業

の
船
舶
運
航
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

５
」
を
搭
載
す
る
な
ど
、
最

新
鋭
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を

備
え
た
船
舶
と
な
る
。

　

メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
船
「
第

【
６
０
０
０
㎘
白
油
船
Ｈ
Ｂ

５
０
６
２
万
８
０
０
０
円
】

　

建
造
船
価
は
１
億
９
８
８

０
万
円
増
の
28
億
８
４
０
０

万
円
、
船
員
費
（
定
員
）
は

１
人
当
た
り
４
万
８
０
０
０

円
増
の
１
４
５
万
２
０
０
０

円
×
12
人
、
船
員
費
総
額
は

２
億
９
１
０
万
１
０
０
０
円

で
、
Ｈ
Ｂ
は
２
９
２
万
３
０

０
０
円
増
の
５
０
６
２
万
８

０
０
０
円
。

【
５
０
０
０
㎘
黒
油
船
Ｈ
Ｂ

５
０
５
８
万
８
０
０
０
円
】

　

建
造
船
価
は
３
億
６
７
６

０
万
円
増
の
28
億
８
４
０
０

万
円
、
船
員
費
（
定
員
）
は

１
人
当
た
り
４
万
８
０
０
０

円
増
の
１
４
５
万
２
０
０
０

円
×
12
人
、
船
員
費
総
額
は

２
億
９
１
０
万
１
０
０
０
円

で
、
Ｈ
Ｂ
は
４
４
０
万
５
０

０
０
円
増
の
５
０
５
８
万
８

０
０
０
円
。

【
２
０
０
０
㎘
白
油
船
Ｈ
Ｂ

な
い
課
題
が
あ
る
た
め
、
各

業
界
の
話
し
を
聞
き
な
が

ら
、
物
流
連
と
し
て
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
か
ま
と
め
た

い
。
国
民
の
理
解
を
促
進
す

る
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
が
、
内
航
海
運
も
鉄

道
も
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
が

必
要
に
な
る
。
そ
う
し
た
議

論
も
今
後
大
事
に
な
っ
て
く

る
」
と
強
調
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
栗

林
副
会
長
は
、「
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
や
コ
ン
テ
ナ
船
を
使
う
に

は
、
し
っ
か
り
と
事
業
転
換

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
優
良
事
業
者
大

賞
表
彰
の
受
賞
案
件
を
見
る

と
、
大
き
な
会
社
が
複
数
あ

り
、
そ
う
し
た
会
社
が
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
が
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
規
模
が
大
き
く
な
い
事

業
者
に
と
っ
て
は
、
コ
ン
テ

　

国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監

理
部
は
来
年
２
月
９
日
に
神

戸
市
内
で
「
め
ざ
せ
！
海
技

者
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
神
戸
」
を

開
催
す
る
と
し
て
、
船
員
職

を
目
指
す
人
に
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
会
場
で
は
内

航
海
運
事
業
者
な
ど
91
者
が

企
業
説
明
会
と
就
職
面
接
会

を
行
う
。

　

参
加
は
無
料
。
予
約
不
要

・
入
退
場
自
由
。
就
職
面
接

の
希
望
者
は
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
と
、
あ
れ
ば
船
員
手

帳
を
持
参
の
こ
と
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

【
め
ざ
せ
！
海
技
者
セ
ミ
ナ

３
５
１
６
万
９
０
０
０
円
】

　

建
造
船
価
は
７
３
７
０
万

円
増
の
14
億
４
２
０
０
万

円
、
船
員
費
（
定
員
）
は
１

人
当
た
り
４
万
８
０
０
０
円

増
の
１
４
７
万
円
７
０
０
０

円
×
10
人
、
船
員
費
総
額
は

１
億
７
７
２
８
万
８
０
０
０

円
で
、
Ｈ
Ｂ
は
１
５
９
万
１

０
０
０
円
増
の
３
５
１
６
万

９
０
０
０
円
。

【
２
０
０
０
㎘
黒
油
船
Ｈ
Ｂ

３
５
１
４
万
円
】

　

建
造
船
価
は
２
億
４
２
２

０
万
円
増
の
14
億
４
２
０
０

万
円
、
船
員
費
（
定
員
）
は

１
人
当
た
り
４
万
８
０
０
０

円
増
の
１
４
７
万
７
０
０
０

円
×
10
人
、
船
員
費
総
額
は

１
億
７
７
２
８
万
８
０
０
０

円
で
、
Ｈ
Ｂ
は
３
２
９
万
７

０
０
０
円
増
の
３
５
１
４
万

円
。

【
１
０
０
０
㎘
ケ
ミ
カ
ル
船

Ｈ
Ｂ
２
５
８
４
万
７
０
０
０

円
】

　

建
造
船
価
は
１
億
３
３
０

万
円
増
の
11
億
３
３
０
０
万

円
、
船
員
費
（
定
員
）
は
１

人
当
た
り
５
万
１
０
０
０
円

増
の
１
６
２
万
円
×
６
人
、

船
員
費
総
額
は
１
億
１
６
６

３
万
７
０
０
０
円
）
で
、
Ｈ

Ｂ
は
１
４
７
万
５
０
０
０
円

増
の
２
５
８
４
万
７
０
０
０

円
。

　

日
本
物
流
団
体
連
合
会
の

真
貝
康
一
会
長
と
栗
林
宏
吉

副
会
長
は
12
月
９
日
、
東
京

都
内
で
開
催
し
た
「
第
１
回

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
優
良
事
業

者
大
賞
表
彰
」
の
表
彰
式
の

後
、
記
者
会
見
を
開
い
た
。

　

そ
の
中
で
真
貝
会
長
は
、

こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、

「
４
月
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
規
制
（
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
）
が
始
ま
っ
た

が
、
物
流
事
業
者
や
荷
主
の

努
力
も
あ
り
、
総
じ
て
言
え

ば
物
が
運
べ
な
く
な
る
こ
と

は
回
避
で
き
て
い
る
」
と
所

感
を
述
べ
た
。

　

一
方
、「
24
年
は
『
始
ま

り
の
年
』
と
言
わ
れ
る
が
、

少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の

人
口
集
中
が
進
む
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
れ
か
ら
先
さ
ら

に
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
中

で
、
物
流
を
支
え
る
モ
ー
ド

全
体
の
最
適
解
を
求
め
、
物

流
事
業
者
や
荷
主
も
含
め
て

モ
ー
ダ
ル
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
物
流
連
と
し
て
も
国

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

者
に
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
程
度
で

海
運
お
よ
び
鉄
道
の
輸
送
量

・
輸
送
分
担
率
を
倍
増
さ
せ

る
政
府
目
標
に
関
し
て
は
、

「
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

内
航
タ
ン
カ
ー
組
合
と
全
海
運
の
船
主
部
会
に
よ
っ
て
構
成
す
る
船
主
連
絡
協
議
会
の
油
送
船
部
会
（
三
谷
秀
明
部
会
長
）
は
11
月
29
日
に
広

島
市
内
で
開
催
し
た
令
和
６
年
度
油
送
船
部
会
の
地
方
大
会
に
お
い
て
、
６
年
度
の
油
送
船
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
訪
問
に
備
え
、
現
状
に
照
ら
し
た
船

員
コ
ス
ト
試
算
を
反
映
さ
せ
た
「
令
和
６
年
度
油
送
船
船
型
別
船
舶
経
費
（
新
造
船
）」
を
策
定
・
公
表
し
た
。
船
舶
経
費
算
出
に
当
た
っ
て

は
、
運
航
管
理
業
者
へ
の
用
船
料
適
正
化
に
向
け
て
の
要
望
な
ど
を
考
慮
し
、
船
舶
経
費
算
出
手
法
の
信
頼
性
を
担
保
す
べ
く
、
５
年
度
の
経
費

を
基
に
各
項
目
別
に
見
直
し
を
行
い
算
出
し
た
。
１
か
月
当
た
り
の
ハ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ス
（
Ｈ
Ｂ
）
は
、
建
造
船
価
、
船
員
費
、
修
繕
費
な
ど
す
べ

て
の
項
目
で
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
全
船
型
で
大
幅
に
上
昇
し
た
。（
油
送
船
船
型
別
船
舶
経
費
は
別
表
参
照
）

一
め
た
丸
」
の
主
要
目
は
次

の
と
お
り
。

　

◇
総
ト
ン
数
＝
５
７
４
ト

ン
　

◇
載
貨
容
積
＝
１
１
９
９

㎥
　

◇
垂
線
間
長
＝
61
・
00
ｍ

　

◇
型
幅
＝
10
・
00
ｍ

　

◇
型
深
さ
＝
５
・
30
ｍ

　

◇
主
機
関
＝
阪
神
内
燃
機

工
業
製
Ｌ
Ａ
28
Ｍ　

７
３
５

kW
　

◇
航
海
速
力
＝
11
・
４
ノ

ッ
ト

ナ
へ
の
積
載
や
ト
レ
ー
ラ
ー

へ
の
切
り
替
え
は
大
変
な
こ

と
」
と
現
状
を
説
明
。

　

そ
の
上
で
、「
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
現
行
の
９
６
０

時
間
か
ら
（
一
般
則
の
）
７

２
０
時
間
を
目
指
せ
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
労

働
時
間
は
よ
り
一
層
厳
し
く

な
る
。
今
後
、
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
は
確
実
に
進
む
と
思
っ

て
い
る
が
、
港
湾
や
ヤ
ー
ド

な
ど
イ
ン
フ
ラ
（
港
湾
能

力
）
の
整
備
が
つ
い
て
来
ら

れ
る
か
が
心
配
な
と
こ
ろ

だ
」
と
懸
念
を
表
明
し
た
。

　

栗
林
商
船
で
は
、
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
の
Ｓ

Ｃ
Ｓ
Ｋ
が
取
り
組
む
危
険
運

転
分
析
モ
デ
ル
の
構
築
に
関

す
る
実
証
実
験
に
協
力
し
、

「
安
心
・
安
全
な
車
づ
く
り

か
ら
社
内
の
快
適
さ
、
楽
し

さ
と
い
う
価
値
創
造
を
し
て

い
く
」
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
運
転
時
の
外
部
要
因

（
状
況
）
と
人
の
判
断
（
行

動
）
お
よ
び
結
果
（
車
の
状

態
）
を
学
習
す
る
こ
と
で
、

人
が
暗
黙
的
に
と
る
行
動
の

分
析
に
挑
戦
す
る
。

　

今
回
の
実
証
実
験
で
は
、

両
社
が
保
有
す
る
ト
ラ
ッ
ク

に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

取
り
付
け
、
急
ブ
レ
ー
キ
な

ど
の
衝
撃
を
検
知
し
た
際
の

車
外
の
危
険
原
因
と
な
る
画

像
、
運
転
手
の
行
動
や
車
の

状
態
情
報
を
取
得
。
基
礎
デ

ー
タ
を
分
析
・
学
習
す
る
こ

と
で
、
安
心
安
全
な
社
会
実

現
、
多
様
化
す
る
ユ
ー
ザ
ー

ニ
ー
ズ
へ
新
た
な
価
値
提
供

ー
、
国
華
産
業
、
Ｔ
Ｓ
マ
リ

ン
、
辰
巳
商
会
、
玄
海
汽

船
、
エ
ム
エ
ス
ケ
イ
、
大
東

汽
船
、
金
力
汽
船
、
朝
日
海

運
、
若
宮
汽
船
、
大
西
海

運
、
旗
山
マ
リ
ン
〈
フ
ェ
リ

ー
・
旅
客
船
〉
南
海
フ
ェ
リ

ー
、
早
駒
運
輸
、
キ
ャ
プ
テ

ン
ラ
イ
ン
、
琵
琶
湖
汽
船
、

佐
渡
汽
船
、
太
平
洋
フ
ェ
リ

ー
、
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
、
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ

ー
、
加
藤
汽
船
、
商
船
三
井

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
、
ブ
ル
ー
ハ

イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
阪
九

フ
ェ
リ
ー
、
大
阪
水
上
バ

ス
、
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー

〈
作
業
船
・
引
船
等
〉
共
栄

マ
リ
ン
、
オ
フ
シ
ョ
ア
・
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
サ
ン
エ
イ

・
マ
リ
ン
、
海
技
教
育
機

構
、
五
栄
土
木
、
北
海
道
立

総
合
研
究
機
構
、
ニ
ッ
ス
イ

マ
リ
ン
工
業
、
東
京
都
小
笠

原
水
産
セ
ン
タ
ー
、
日
本
海

洋
事
業
、
海
洋
技
術
開
発
、

神
原
タ
グ
マ
リ
ン
サ
ー
ビ

ス
、
日
本
海
事
興
業
、
日
本

栄
船
、
三
洋
海
事
、
海
洋
開

発
興
業
、
昭
陽
汽
船
、
内
海

曳
船
、
二
光
商
運
、
洞
海
マ

リ
ン
シ
ス
テ
ム

ー
ｉ
ｎ
神
戸
】

　

◇
日
時
＝
２
０
２
５
年
２

月
９
日
（
日
）
９
時
30
分
～

15
時
（
受
付
14
時
30
分
ま

で
）

　

◇
会
場
＝
神
戸
国
際
展
示

場
第
３
号
館
（
神
戸
市
中
央

区
港
島
中
町
６
―
11
―
１
）

　

◇
参
加
予
定
企
業
＝
〈
貨

物
船
・
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
〉
イ
コ

ー
ズ
、
川
近
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
、
エ
ス
オ
ー
シ
ー

マ
リ
ン
、
福
寿
船
舶
、
宮
崎

産
業
海
運
、
Ｍ
Ｕ
ア
ー
ク
ラ

イ
ン
（
旧
社
名
・
宇
部
興
産

海
運
）、
井
本
商
運
、
Ｎ
Ｘ

海
運
、
山
友
汽
船
、
ア
キ
・

マ
リ
ン
、
向
島
ド
ッ
ク
、
Ｙ

Ｋ
シ
ッ
ピ
ン
グ
、
神
鋼
物

流
、
日
徳
汽
船
、
七
洋
船
舶

管
理
、
八
馬
汽
船
、
六
甲
船

舶
、
南
和
海
事
、
日
鉄
物

流
、
第
一
中
央
内
航
、
大
泉

物
流
、
栗
林
マ
リ
タ
イ
ム
、

千
石
〈
タ
ン
カ
ー
〉
東
幸
海

運
、
旭
汽
船
、
デ
ュ
カ
ム
、

浪
速
タ
ン
カ
ー
、
旭
タ
ン
カ

ー
、
幸
洋
汽
船
、
コ
ス
モ
海

運
、
イ
イ
ノ
ガ
ス
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
、
太
平
洋
沿
海
汽

船
、
竹
谷
海
運
、
上
野
ト
ラ

ン
ス
テ
ッ
ク
、
昭
和
日
タ
ン

マ
リ
タ
イ
ム
、
コ
ー
ウ
ン
・

マ
リ
ン
、
霧
島
海
運
商
会
、

霧
島
物
流
、
明
和
タ
ン
カ

ー
、
シ
ョ
ク
ユ
タ
ン
カ
ー
、

如
月
汽
船
、
英
雄
海
運
、
浜

崎
海
運
、
山
機
運
輸
、
田
渕

海
運
、
鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン
、

鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン
タ
ン
カ

　

菅
原
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

（
菅
原
範
明
社
長
）
は
12
月

17
日
、
太
陽
光
発
電
設
備
設

計
施
工
を
行
う
Ｎ
―
ｇ
ｒ
ｏ

ｕ
ｐ
等
と
共
同
で
、
丸
亀
港

に
お
け
る
自
家
消
費
型
発
電

に
よ
る
停
泊
船
舶
へ
の
グ
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を

一
部
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
２
５
年
３

月
に
同
社
の
社
屋
に
設
置
す

る
太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
て

事
務
所
の
グ
リ
ー
ン
電
化
を

図
り
、
第
２
弾
と
し
て
港
内

の
隣
接
す
る
敷
地
内
に
太
陽

光
発
電
所
を
開
設
。
船
舶
へ

の
地
産
地
消
の
再
エ
ネ
電
力

を
直
接
供
給
す
る
こ
と
で
丸

亀
港
に
お
け
る
停
泊
時
の
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
を
順
次

進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。

　

24
年
４
月
時
点
で
は
停
泊

時
の
船
舶
の
電
力
使
用
状
況

は
、
系
統
用
電
源
に
よ
る
電

力
供
給
が
１
０
０
％
。
こ
の

よ
う
な
中
、
燃
料
コ
ス
ト
の

高
騰
へ
の
対
策
や
、
港
湾
地

区
で
の
環
境
対
策
の
た
め

に
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
よ
る
地
産
地
消
型

の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
は
、

今
後
の
港
湾
に
お
け
る
重
要

な
キ
ー
デ
バ
イ
ス
と
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
丸
亀
港
に
お
け
る

こ
の
取
り
組
み
は
、
各
地
の

港
湾
が
抱
え
る
共
通
の
課
題

で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
対
応
に
お
い
て
、

現
実
的
か
つ
実
効
性
の
高
い

手
法
と
し
て
民
間
事
業
者
と

自
治
体
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

に
よ
っ
て
モ
デ
ル
化
で
き
る

手
法
だ
と
い
う
。

　

菅
原
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で

は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

に
あ
た
っ
て
は
丸
亀
市
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く

が
、
ま
ず
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
社
屋
に
設
置
す
る

太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ

て
自
社
屋
の
電
力
消
費
の
完

全
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
を

か
ら
開
始
し
て
、
港
湾
地
区

の
施
設
を
一
部
活
用
し
た
地

産
地
消
の
電
力
を
弊
社
関
連

の
船
舶
へ
直
接
供
給
す
る
こ

と
を
確
立
さ
せ
、
丸
亀
の
港

湾
全
体
へ
と
広
が
る
丸
亀
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
実
現
の
基
点
と
し

て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

際
交
流
会
館
に
お
い
て
、
全

国
の
協
力
会
社
35
社
お
よ
び

神
戸
製
鋼
所
か
ら
１
１
５
人

の
参
加
に
よ
る
「
神
輸
会
」

を
開
催
し
た
。

　

同
会
は
、
神
鋼
物
流
が
担

う
神
戸
製
鋼
の
鋼
材
輸
送
に

関
わ
る
全
国
の
海
上
・
陸
上

輸
送
、
流
通
基
地
、
荷
役
等

の
協
力
会
社
が
集
ま
り
、
安

全
・
品
質
・
輸
送
技
術
・
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
各
社
が
抱
え
る

共
通
課
題
に
関
す
る
情
報
共

有
を
目
的
と
し
て
お
り
、
鉄

鋼
生
産
動
向
や
安
全
作
業
の

あ
り
方
に
関
す
る
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
特
別
講
演
と
し

て
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
渋
谷
和
宏
氏
か
ら
「
日
本

経
済
の
行
方
～
輝
く
組
織
・

輝
く
人
は
～
」
と
題
し
、
勝

ち
残
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
時
間
の
短
縮
、
使
い
方

を
分
析
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「『
寄
り
添
う
力
』
が

こ
れ
か
ら
の
企
業
、
物
流
業

の
商
機
で
あ
る
」
な
ど
の
話

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
パ

ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
の

福
本
正
幸
氏
よ
り
「
ラ
グ
ビ

ー
の
チ
ー
ム
づ
く
り
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
」
と
題
し

た
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。
同

講
演
で
は
、「
感
動
す
る
こ

と
、
感
謝
す
る
こ
と
、
笑
顔

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
を
通
じ
、
心
技
体
の

心
を
育
て
、
社
会
性
を
育
む

こ
と
を
チ
ー
ム
づ
く
り
に
お

い
て
大
切
に
し
て
い
る
」
な

ど
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　

岡
社
長
は
、「
昨
今
は
、

社
会
か
ら
物
流
業
が
注
目
さ

れ
、
課
題
も
多
い
。
物
流
が

原
因
で
お
客
様
に
迷
惑
を
か

け
る
、
輸
送
が
原
因
で
鋼
材

需
要
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
皆

さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

課
題
を
解
決
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
特
に
、
安
全
の

最
優
先
の
徹
底
を
お
願
い
し

た
い
」
と
語
る
な
ど
改
め
て

協
力
を
要
請
し
た
。

　

同
社
は
、「
今
後
も
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
の
物

流
企
業
と
し
て
安
定
的
か
つ

高
品
質
な
鋼
材
輸
送
に
あ
た

り
、
よ
り
効
率
的
、
よ
り
安

全
、
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い

物
流
を
目
指
し
、
各
種
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

神
鋼
物
流
（
岡
欣
彦
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
兵
庫
国

　

海
技
教
育
機
構
（
Ｊ
Ｍ
Ｅ

Ｔ
Ｓ
）
は
12
月
13
日
、
国
土

交
通
省
か
ら
の
委
託
に
よ
り

ア
ジ
ア
地
域
の
船
員
教
育
者

に
対
す
る
研
修
を
実
施
し
た

と
発
表
し
た
。
政
府
開
発
援

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

今
年
10
月
か
ら
２
０
２
７

年
９
月
ま
で
、
栗
林
商
船
お

よ
び
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
の
グ
ル
ー
プ

会
社
の
東
京
、
大
阪
、
仙
台

拠
点
の
運
輸
サ
ー
ビ
ス
の
走

行
範
囲
内
で
デ
ー
タ
取
得
を

行
う
。

　

こ
の
新
た
な
試
み
に
つ
い

て
栗
林
商
船
で
は
、「
こ
の

活
動
を
通
じ
、
社
会
に
貢
献

し
、
社
会
と
と
も
に
成
長
す

る
企
業
を
目
指
す
」
と
し
て

い
る
。

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
一
環
。

　

上
級
研
修
で
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
研
修
生
５
人
を
、
標

準
研
修
で
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の

研
修
生
２
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
の
研
修
生
２
人
を
そ
れ

ぞ
れ
受
け
入
れ
、
座
学
研
修

と
乗
船
研
修
を
実
施
し
た
。

　

研
修
生
か
ら
は
「
帰
国
後

の
自
国
の
教
育
訓
練
に
大
変

参
考
に
な
る
と
感
じ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

優
秀
な
ア
ジ
ア
人
船
員
を

養
成
・
確
保
す
る
こ
と
が
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
経
済
発
展
だ
け

で
な
く
わ
が
国
の
外
航
海
運

の
安
全
性
・
安
定
性
の
向
上

に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
本
商
船
隊
と
関
係

が
深
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
３
か
国

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
船

員
教
育
機
関
の
教
育
者
を
受

け
入
れ
、
船
員
教
育
訓
練
の

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
本

事
業
の
目
的
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
「
今
後
も

国
お
よ
び
国
際
機
関
の
要
請

に
応
え
、
優
秀
な
船
員
の
育

成
の
た
め
、
効
果
的
な
教
育
訓
練
に
取
り
組
む
」
と
し
て

い
る
。

港
湾
局

１
月
15
日
に
サ
イ
バ
ー

ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

国
土
交
通
省
港
湾
局
は
来

年
１
月
15
日
、
港
湾
の
物
流

手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
サ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
」
に
つ

い
て
、
今
年
度
３
回
目
の
ウ

ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
ブ
ラ
ウ
ザ
画
面
を

操
作
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
利
用

（
Ｇ
Ｕ
Ｉ
）
に
よ
る
活
用
事

例
を
紹
介
す
る
。
概
要
は
次

の
と
お
り
。

　

◇
日
時
＝
２
０
２
５
年
１

月
15
日
（
水
）
14
～
15
時

　

◇
費
用
＝
無
料

　

◇
申
込
方
法
＝
専
用
フ
ォ

ー
ム
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
１
月
10
日
（
金
）
17
時

ま
で
に
送
信
す
る
。
定
員

（
１
０
０
０
人
）
に
達
し
次

第
、
受
付
を
終
了
す
る
。

　　

◇
海
事
局
、
第
１
７
８
回

船
員
部
会
を
開
催

　

国
土
交
通
省
海
事
局
は
12

月
20
日
、
同
省
内
で
交
通
政

策
審
議
会
海
事
分
科
会
第
１

７
８
回
船
員
部
会
を
開
催
し

た
。
今
次
会
合
で
は
前
回
に

引
き
続
き
、
船
員
関
係
制
度

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
議

論
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
船
員

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
も
委
員
か
ら
意
見
を
聞
い

た
（
詳
細
は
次
号
掲
載
予

定
）。

１
０
０
０
㎘
ケ
ミ
船 

Ｈ
Ｂ
＝
２
５
８
５
万
円

６
０
０
０
㎘
白
油
船 

Ｈ
Ｂ
＝
５
０
６
３
万
円

―船連協―

大
幅
上
昇
傾
向
に
歯
止
め
か
か
ら
ず

大
幅
上
昇
傾
向
に
歯
止
め
か
か
ら
ず

油
送
船
部
会・令
和
６
年
度
船
型
別
Ｈ
Ｂ
公
表

カ
ナ
サ
シ
重
工
で
建
造

商
船
三
井
内
航
・
田
渕
海
運
等

内
航
ケ
ミ
カ
ル
船「
第
一
め
た
丸
」が
就
航

内
航
ケ
ミ
カ
ル
船「
第
一
め
た
丸
」が
就
航

メ
タ
ノ
ー

メ
タ
ノ
ー

ル
燃
料

ル
燃
料

国
内
初 海

運
・
鉄
道
モ
ー
ダ
ル
Ｓ
倍
増
へ
見
解

物
流
連
の
真
貝
会
長

国
民
の

国
民
の

理
解
促
進

理
解
促
進・イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
が
必
要

・イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
が
必
要

91
事
業
者
が
企
業
説
明
と
就
職
面
接

来

年

来

年
２
月
に
２
月
に  「
め
ざ
せ

「
め
ざ
せ
！！
海
技
者
セ
ミ
ナ
ー
」

海
技
者
セ
ミ
ナ
ー
」

神
戸
運
輸
監
理
部

菅
原
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

地
産
地
消
の
再
エ
ネ
電
力
で
ゼ
ロ
エ
ミ
化

丸
亀
丸
亀

港
で
港
で
停
泊
船
舶
に
グ
リ
ー
ン

停
泊
船
舶
に
グ
リ
ー
ン
エ

ネ

エ

ネ

ル
ギ
ー

ル
ギ
ー
供
給
供
給

栗
林
商
船

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
と
デ
ー
タ
取
得
開
始

危
険
運
転
分
析
モ
デ
ル
構
築
で
実
証
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メタノール燃料内航ケミカル船「第一めた丸」

会見する真貝会長（左）と栗林副会長

乗船研修の様子

開会挨拶を行う岡社長

項　　目 6,000白油 5,000黒油 2,000白油 2,000黒油 1,000白油 1,000黒油 1,000ケミカル 500白油 500黒油

総 ト ン 数 3,933G/T 3,700G/T 909G/T 997G/T 499G/T 498G/T 531G/T 328G/T 307G/T

建 造 船 価 28.840億円 28.840億円 14.420億円 14.420億円 10.300億円 10.300億円 11.330億円 7.210億円 7.210億円

船 員 費 × 定員 1,452×12 1,452×12 1,477×10 1,477×10 1,550×6 1,550×6 1,620×6 1,550×5 1,550×5

船 員 費 209,101 209,101 177,288 177,288 111,597 111,597 116,637 92,998 92,998

修 繕 費 30,150 30,150 19,153 19,153 17,605 17,449 17,605 9,251 9,251

船 用 品 7,020 7,020 5,842 5,842 4,742 4,742 4,742 3,378 3,378

潤 滑 油 8,176 8,176 6,813 6,813 5,451 5,451 3,500 1,226 1,226

船 体 保 険 料 9,728 9,710 6,137 6,117 5,816 5,824 6,548 4,384 4,376

PI 保 険 料 4,008 3,606 2,345 2,060 1,927 1,699 1,927 1,927 1,699

船舶固定資産税 10,094 10,094 5,047 5,047 3,605 3,605 3,966 2,524 2,524

船 舶 雑 費 5,009 5,009 3,479 3,479 3,479 3,479 3,896 1,391 1,391

小　　計 283,286 282,866 226,104 225,799 154,221 153,845 158,821 117,078 116,843

減 価 償 却 費 221,846 221,846 131,091 131,091 93,636 93,636 103,000 65,545 65,545

設 備 金 利 28,761 28,761 13,676 13,676 9,769 9,453 10,764 6,838 6,838

小　　計 250,607 250,607 144,767 144,767 103,405 103,089 113,746 72,384 72,384

合　　計 533,893 533,474 370,871 370,566 257,627 256,934 272,566 189,462 189,227

店 費 53,389 53,347 37,087 37,057 25,763 25,693 27,257 18,946 18,923

総　合　計 587,283 586,821 407,958 407,623 283,389 282,628 299,823 208,408 208,149

H/B(1か月当たり) 50,628 50,588 35,169 35,140 24,430 24,364 25,847 17,966 17,944

令和5年度H/B 47,705 46,184 33,578 31,843 22,415 23,140 24,371 17,329 16,704

対前年H/B 2,923 4,405 1,591 3,297 2,015 1,225 1,475 637 1,240

間接
船費

船主連絡協議会が試算した油送船船型別船舶経費
令和6年度船型別H/B (新造船） 令和6年11月29日　　　　(単位：千円)

直

接

船

費


